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山内真澄獣医師診療時間 

山内獣医師の皮膚科の診療時間は、 

午前 １０時～１２時  

午後 ３時～ ５時 

となります。 

なお、急な不在もありますので、 

お電話にてお問合せいただきますよう 

お願い致します。 

 

２月の休診日 

毎週木曜日と１１日（水）の建国記念日が

お休みになります。 

 〒189－0013 

東京都東村山市栄町 2－22－22 エムティビル１Ｆ 

URL：http：//www.yamauchi‐ac.com/ 

０４２－３９３－７８７８ 

診察時間  午前 9 時～12 時 

        午後 3 時～8 時 

わんちゃん・ねこちゃん食べてはいけないもの 

テーブルからぽとりと落としたもの、ゴミ箱に捨てたはずのものを、わんちゃん・ねこちゃんが食べてしまった・・・。 

今回は日々の生活で考えられる、誤食について紹介したいと思います。 

 

チョコレート 

人では精神をリラックスさせ、集中力を高める効果があるといわれている「テオブロミン」という成分が中毒をお

こします。中毒量は個体差もありますが、約 100～200mg/kgで小型犬が板チョコ 1枚（50g前後）を丸々食べると問

題がでる可能性があると考えられます。基本的に、カカオ成分が多いほどテオブロミンも多くなり、ホワイトチョコ

レートではわずかな含有量になります。 

たまねぎ 

「アリルプロピルジスルフィド」という成分は、生でも火が通っていても、大量に食べると貧血や血色素尿（赤色の

尿）がみられる場合があります。中毒量は約 5～10g/kg で、わんちゃんが大きなたまねぎをひとつ以上食べると問

題がでる可能性があると考えられます。ねこちゃんは、わんちゃんに比べてたまねぎ中毒に対してより敏感である

といわれています。たまねぎだけではなくユリ科の植物（ねぎ・にら・にんにく・らっきょうなど）は大量に与えないほ

うが良いでしょう。 

乾燥剤 

お菓子のふくろに一緒に入っている乾燥剤は、シリカゲル（二酸化ケイ素）であることが多く、これの場合は化学作

用がなく毒性もほとんどありません。ただし、粘膜があれてしまうことがあるので、吐く、下痢などがみられること

もあります。 

乾燥剤・防虫剤・殺鼠剤などは成分によって毒性が強い場合、弱い場合があります。もし、誤って食べてしまっても成

分がわかると治療の際に役に立ちます。 

その他、人が内服している医薬品・不凍液（甘いにおいのするエチレングリコールを含み、腎障害をひきおこす可能

性があります。）を誤食してしまうケースもみられます。 

誤食は、人の注意によって大部分が防げます。誤って食べてしまう前に、気をつけたいですね！！ 


